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抄  録 本研究では，2011 年 3 月の東日本大震災における原発事故により戸外での活動が制限されて
いる福島県内の保育所において，環境的な要因が保育所における運動遊びの時間や内容にどのような影響
を与えるのか，その結果が子どもたちの運動能力にどのように反映するのかを明らかにするため，3 か所
の保育所において園長への聞き取り調査，および子どもたちの運動能力検査（往復走・テニスボール投
げ・立ち幅跳び・両足連続跳び越し・体支持持続時間・捕球）を実施した。聞き取り調査の結果，震災に
よる放射線に関連した環境的な要因が，園庭での運動遊びの時間や内容に影響を与えていることが示唆さ
れた。また，5 歳の男児と女児のそれぞれにおいて，運動能力検査の各種目に関して一要因の分散分析を
行った結果，放射線の影響による戸外遊び時間の制限を受けていないB保育園において，外遊びの時間の
制限を受けている A 保育園と，時間と場所の制限を受けている C 保育園よりも，体支持持続時間の結果が
有意に高いことが明らかとなり，環境的要因の違いによって運動能力検査の結果が異なることが示された。 
  キーワード：福島原発事故 子ども 環境 運動 
 
Abstract  Since the nuclear plant accident due to the Great East Japan Earthquake in March, 2011, outdoor 
activities have been restricted in nursery schools in Fukushima Prefecture. How the environmental factors affect 
the time and the kinds of physical activities and then how these elements affect the ability of exercise of the child 
were our concern in this study. We interviewed the head of three nursery schools and examined performance in 
the following activities: running race, tennis ball throw, standing jump, repeated double-foot jump, body support 
endurance time, and ball catching. After the interviews, it became obvious that radioactivity-related 
environmental factors were affecting the time and the type of physical activities. We executed one-way ANOVA 
in the six exercise abilities among 5-year-old children at the three nursery schools. The results of body supporting 
endurance times of the children at Nursery School B (who has not been affected by radioactivity) were 
significantly longer than the children at Nursery School A (where outdoor play time was restricted), and Nursery 
School C (where both outdoor play time and location were restricted). 
  Keywords: nuclear plant accident, child, environment, physical activity 
 
  
１．問題と目的 
近年，子どもの能力の低下が指摘される中，運動
発達においては幼児期に遊びの中で十分に体を動か
す機会が大切であることが示されてきている 1）が，
特に文部科学省が平成 24 年に示した幼児期運動指
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針 2）では，「幼児期において遊びを中心とする身体
活動を十分に行うことは，多様な動きを身に付ける
だけでなく，心肺機能や骨形成にも寄与するなど，
生涯にわたって健康を維持したり，何事にも積極的
に取り組む意欲を育んだりするなど，豊かな人生を
送るための基盤づくりとなる」と述べられており，
子どもの生活において遊びを中心とした身体活動が
非常に重要であることが主張されている。 
森ら 3）は，全国の幼稚園・保育所を対象に調査を
行い，年間を通して子どもが最も多く従事する活動
による運動能力の比較を行ったところ，運動活動を
行うことが多い子どもは，運動以外の活動を行うこ
とが多い子どもに比べて，運動能力検査の結果が有
意に高いことを示している。また，自由遊びのとき
に戸外遊びを行うことが多い子どもは，室内遊びを
行うことが多い子どもに比べて，運動能力検査の得
点が有意に高いことが明らかになっている。このこ
とは，幼児期の子どもにとって，幼稚園や保育所に
おいて運動活動を行うこと，子ども一人ひとりが自
由遊びの時間に戸外で遊ぶ経験を行うことが，運動
能力の発達に影響を及ぼすことを示している。 
しかしながら，2011年3月の東日本大震災後，福
島県の幼稚園や保育所の中には，原発事故の影響で
放射線量が基準値を超えるために戸外での活動が制
限されるところも多く，幼児期の子どもたちの運動
能力の発達に重要な役割を果たす運動遊びや，戸外
でのびのびと体を動かす遊びが，未だに十分に行う
ことができない状況にある幼稚園・保育所も少なく
ない。田辺ら4）によると，福島県内の 82 園中 40 園
（48.8%）の保育所で戸外での活動に制限を設けな
ければならない状況にあることがアンケート調査に
より明らかになっている。福島県の子どもたちの健
康状態への影響については，文部科学省が平成 24
年度の肥満傾向児の割合に関して，5～9 歳で福島
県が全国第一位であると報告しているが，これは小
学校をはじめ幼稚園，保育所等において戸外活動が
制限されたことが要因の一つになっていることも考
えられる。 
本研究では，環境的な要因が，保育所における運
動遊びの時間や内容にどのような影響を与えるのか，
その結果が子どもたちの運動能力にどのように反映
するのかを明らかにし，子どもたちをとりまく環境
の重要性について検討を行うことを目的とする。震
災後園舎や園庭の除染が行われ，早期よりその効果
が表れたために戸外遊びを行えるようになり，震災
前の環境とほぼ同様の保育環境にある保育所と，放
射線の園児への影響を低減させるために様々な方法
で対策に取り組んでいるが線量の十分な減少が見込
まれないため，放射線の園児への影響を考慮し，戸
外で遊ぶ時間や場所を制限せざるを得ない環境にあ
る保育所を対象に，調査を行うこととする。 
２．方法 
（1）調査対象と調査期間 
1）福島県南相馬市私立Ａ保育園（2013年 3月） 
   年中クラス 20名，年長クラス 10名 
2）福島県福島市私立Ｂ保育園（2013年 11月） 
   年中クラス 13名，年長クラス 19名 
3）福島県福島市私立Ｃ保育園（2014年 3月） 
   年中クラス 16名，年長クラス 12名 
なお本研究においては，3 園の結果の比較におい
て，運動能力検査実施時に 5 歳 0 カ月～11 ヶ月で
あった男児と女児の結果を分析の対象とした。 
 
（2）調査内容 
1）保育中の運動遊びに関する聞き取り調査 
 各保育所の園長に，主に震災後における保育中
の運動遊びの内容や時間等に関して聞き取りを
行った。 
2）運動能力検査の実施 
各園とも年中クラスと年長クラスの子どもを対
象に，MKS 幼児運動能力検査（MKS 幼児運動能
力研究会）の実施要項 5）に従い，往復走・テニス
ボール投げ・立ち幅跳び・両足連続跳び越し・体
支持持続時間・捕球，の 6種目を実施した。 
a）往復走 
 15m先の折り返し地点に置かれたコーンを回っ
て，決勝テープのところまで疾走する。復路の
10m地点を通過するまでの時間を測定する。つま
り，子どもは 25m走る。 
b）立ち幅跳び 
 踏み切り線を踏まないようにして両足をわずか
に離して立ち，両足同時踏み切りでできるだけ遠
くへ跳ぶ。 
c）テニスボール投げ 
 投球ラインを踏んだり踏み越したりすることな
く，助走なしで，利き手による上手投げで遠くへ
投げる。 
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d）両足連続跳び越し 
 4m50cmの距離を，50cmごとに 10個の積木を
並べ，最初の積木から 20cm 手前をスタートライ
ンとする。スタートラインから，両足を揃えて，
10 個の積木を一つひとつ正確にそして迅速に連
続して跳び越す。 
e）体支持持続時間 
 机（約 70cm）2 台を子どもの肩幅（約 30cm）
程度離して並べる。子どもは机と机の間に立ち，
手をそれぞれの机の上に置いて両腕を伸ばして準
備し，「始め」の合図で足を床から離して体を支
える。 
f）捕球 
 高さ約 170cmの 2本のスタンドに紐を渡し，測
定者が紐の上を越して下手投げで子どもの胸あた
りを目指してボールを投げ，測定者から 3m 離れ
たラインに立っている子どもがそのボールを
キャッチする。3球練習した後，10球行う。 
３．結果 
（1）保育中の運動遊びに関する聞き取り調査の結
果 －3つの保育園の環境の違いについて－ 
南相馬市にあるＡ保育園は，震災に伴う原発事故
による放射線の園児への影響を低減させるために
様々な方法で対策に取り組んでいる。しかしながら
運動能力検査を実施した 2013 年 3 月の時点では，
放射線の園児への影響を考慮し，保育中に園庭で遊
ぶ時間を 1 日あたり 30 分程度に限定していた。園
庭には固定遊具もあり，子どもたちが思い思いに体
を動かして遊べるように様々な道具が用意されてい
るが，園庭での 30 分間の運動遊びにおいては，固
定遊具やボール等を用いた遊びよりも，園庭を走り
回る活動中心の遊びがより多く見受けられた。 
これに対し，福島市内にあるＢ保育園では，除線
の効果により震災直後に比べて園庭の線量の著しい
減少が確認されたため，比較的早い時期から外遊び
の時間を限定せず，園児らを積極的に園庭で遊ぶよ
う促しているとのことであった。子どもたちは朝登
園後から自由に園庭を使って遊ぶことができ，午後
の午睡と補食の後も園庭で遊ぶことが可能であった。
園庭では，のぼり棒や雲梯などの固定遊具を使って
遊ぶ子どもたちも多いとのことであった。 
また，Ｃ保育園については，同じ福島市でＢ保育
園とは比較的近い距離にあるにも関わらず，震災後
の除線の効果があまり得られなかったことから，震
災発生から半年後の 9月より運動能力検査を実施し
た 2014年 3月までの間，1日あたり 30分程度，園
庭の一角にある複合遊具のスペースのみ使用して外
遊びを行うことが可能である状況が続いていた。 
以上のように，震災による放射線に関連した環境
的な要因が，園庭での運動遊びの時間や場所および
内容に影響を与えていることが示唆された。 
 
（2）運動能力検査の結果 
運動能力検査の 6種目について，運動能力検査実
施時に 5歳 0カ月～11ヶ月であった男児と女児の結
果を分析の対象として，性別ごとに平均値および標
準偏差を算出し 3園での比較を行った（表 1-2）。ま
ず，5 歳男児における各保育園の平均値について一
要因分散分析を行ったところ，体支持持続時間にお
いて有意差が認められ（F（2, 25）＝4.71, p＜.05），
多重比較（Bonferroni）の結果，保育園間に有意差
が見られた（A 保育園＜B 保育園，C 保育園＜B 保
育園，いずれもp＜.05）。続いて，5歳女児における
各保育園の平均値を比較したところ，体支持持続時
間にのみ有意差が見られた（F（2, 26）＝8.75, p
＜.01）。多重比較（Bonferroni）の結果，保育園間
で有意差が見られた（A 保育園＜B 保育園，C 保育
園＜B 保育園，いずれも p＜.01）。つまり，男児・
女児共に，B保育園で A保育園とＣ保育園よりも体
支持持続時間の記録が有意に高いことが示された。
また，その他の種目（往復走・立ち幅跳び・テニス
ボール投げ・両足連続跳び越し・捕球）については，
男児・女児共に 3園間で有意な差は見られなかった
（男児それぞれ，F（2, 25）＝0.55, n.s.；F（2, 25）
＝2.02, n.s.；F（2, 25）＝0.04, n.s.；F（2, 25）＝
0.06, n.s.；F（2, 25）＝0.32, n.s.，女児それぞれ，F
（2, 27）＝1.53, n.s.；F（2, 27）＝0.82, n.s.；F（2, 
27）＝0.00, n.s.；F（2, 27）＝0.29, n.s.；F（2, 27）
＝0.37, n.s.）。 
なお，5 歳の男児と女児の結果について，月齢に
より前半（5歳 0ヵ月～5ヵ月）と後半（5歳 6ヵ月
～11 ヵ月）に分け，2008 年度の全国平均値ととも
に示した（図 1-6）。 
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表 1. 各園における 5歳男児の平均値および標準偏差 
 
表 1. 各園における 5歳男児の平均値および標準偏差 
 
 
 
 図 1. 往復走における全国平均と各園の結果 
 
 図 2. 立ち幅跳びにおける全国平均と各園の結果 
A 8 8.93 ±1.03 91.88 ±11.13 6.94 ±2.53 5.93 ±0.68 17.00 ±11.02 5.88 ±3.40
B 11 8.71 ±0.74 106.45 ±16.24 6.59 ±2.86 5.84 ±0.91 46.45 ±36.43 6.18 ±2.40
C 9 8.51 ±0.64 100.89 ±18.08 6.67 ±2.63 5.98 ±1.09 17.89 ±9.84 6.89 ±2.32
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A 11 9.25 ±0.74 85.55 ±16.03 4.91 ±1.76 6.77 ±3.41 16.30(N=10) ±8.39 4.82 ±2.60
B 12 9.24 ±1.09 94.58 ±21.50 4.88 ±1.52 6.19 ±1.97 43.58 ±24.63 4.42 ±3.48
C 7 8.60 ±0.43 92.00 ±7.33 4.93 ±1.10 5.88 ±1.61 13.16 ±14.64 5.57 ±1.72
(回)
往復走 立ち幅跳び ボール投げ 両足連続跳び越し 体支持持続時間 捕球
(秒) (cm) (m) (秒) (秒)
保育園 N
0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0
8.0
9.0
10.0
5歳後半男児 5歳前半男児 5歳後半女児 5歳前半女児
（秒）
2008年全国平均
南相馬市Ａ保育園
福島市Ｂ保育園
福島市Ｃ保育園
0.0
20.0
40.0
60.0
80.0
100.0
120.0
5歳後半男児 5歳前半男児 5歳後半女児 5歳前半女児
（cm）
2008年全国平均
南相馬市Ａ保育園
福島市Ｂ保育園
福島市Ｃ保育園
環境と幼児の運動能力の関係 
― 25 ― 
 
 図 3. テニスボール投げにおける全国平均と各園の結果 
 
 図 4. 両足連続跳び越しにおける全国平均と各園の結果 
 
 図 5. 体支持持続時間における全国平均と各園の結果 
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 図 6. 捕球における全国平均と各園の結果 
４．考察 
本研究の結果より，保育所での活動において園庭
での遊びの場所や時間を制限しなければならない園
と，震災前と同様の場所や時間で戸外遊びを行える
園とでは，運動能力検査の結果が異なることが明ら
かになり，特に体支持持続時間の結果に大きな差が
あることが示された。 
放射線の影響による戸外遊び時間の制限を受けて
いないＢ保育園では，毎日の園庭での活動において，
上肢を使い自らの体重を支える雲梯やのぼり棒など
の固定遊具を使った遊びが多く展開されていること
が結果（1）の聞き取り調査より得られているが，
このような日頃の運動遊びの時間や内容の特徴が，
運動能力検査の結果に影響を与えているのではない
かと考えられる。Ａ保育園では，園庭で自由に行え
る 30 分間，子どもたちはＢ保育園のように固定遊
具を使用した遊びよりも園庭を走り回る活動が多く
行われる傾向にあることから，日常の運動遊びにお
いて自分の体を支えるような活動が行われる機会は
Ａ保育園と比較して少なく，そのことが体支持持続
時間の結果に関連しているのではないかと推測でき
る。また，Ｃ保育園は，震災前には園庭と一続きに
なっている土手によじ登るなどの運動が，子どもた
ちの遊びの中で見られることが多く，自らの体の重
さを支えながら上肢と下肢を巧みに動かす力は，園
生活の中で自然なかたちで養われていたと思われる。
しかしながら除染工事をしても線量が下がらず土手
をはじめ土のある場所は立ち入りが禁止となってし
まい，園庭にあった木製の固定遊具についても除染
の効果がなく撤去されてしまったことが，聞き取り
調査からわかった。その代わりとして園庭の一角に
ゴムチップを敷き詰め，その上に複合遊具を設置し
たとのことであった。戸外遊びの場所や時間が大幅
に限定されてしまったことから，室内でも運動器具
を設置したり，運動遊びをする場所や時間を確保し
たり，県外や線量の低い地域へ遠足で出かける頻度
を増やすなどの工夫をしていたとのことであるが，
空間の広さの問題，運動遊びの時間継続性の問題な
どにより，震災以前に行われていたような運動遊び
の内容が園での活動の中で見られることは難しくな
り，今回の運動能力検査における体支持持続時間の
結果に影響を及ぼしたのではないかと考えられる。
子どもの運動能力の発達に関して，森ら 3）は，園庭
の適切な広さが必要であることを示しており，さら
に杉原ら 6）が，園庭の広さだけでなく園庭の形状や
固定遊具の種類や配置等の要因も視野に入れて環境
的配慮をすることの大切さを述べているように，幼
稚園・保育所の物理的な環境が重要な役割を果たし
ていると考えられる。また，文部科学省が平成 24
年に示した幼児期運動指針 2）において，最低でも 1
日 60 分の戸外遊びが必要であると提唱しているが，
子どもが主体的に体を動かして遊ぶことによって運
動能力が総合的に養われるためには，ある程度長く
まとまった時間が必要であり，戸外遊びを継続して
行う時間の要因についても，子どもの運動能力の発
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達に大きな影響を与えるものであることが示された。 
なお，運動能力検査における体支持持続時間の結
果については環境の違いによって有意な差が認めら
れたものの，他の種目については差が認められな
かったことについては，A保育園と C保育園におい
て，子どもたちへの放射線の影響を考慮しながらで
きる限り戸外遊びを行う時間や場所を作ったり，室
内でも体を動かせるような工夫を行ったことによる
効果が一因になっているのではないかと考える。 
本研究では保育所における戸外遊びと運動能力の
関係についての調査の結果を述べ，保育所における
環境の重要性について示すことができたが，家庭で
も戸外遊びを行う時間が少ないとのことが各園長へ
の聞き取りの中で明らかになっているため，家庭に
おける運動遊びの内容に関しても検証を行う必要が
あると思われる。吉田ら 7）は，家庭での戸外遊び時
間の長短が運動能力に関連することを示しており，
今後は，時間を含め限られた環境の中で子どもたち
の運動能力の発達を高めるためにどのようなことを
工夫すればよいか，幼稚園・保育所だけでなく家庭
での側面も加えて検討していきたいと考える。 
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